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〔
書
評
〕

三
樹
陽
介
著
『
首
都
圏
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
基
礎
的
研
究
』

木
部
暢
子

　

本
書
は
、
首
都
圏
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
関
す
る
初
め
て
の
ま
と
ま
っ

た
研
究
書
で
あ
る
。
本
書
は
ま
ず
、「
首
都
圏
方
言
」
と
は
何
か
、
と
い

う
問
題
か
ら
書
き
起
こ
さ
れ
る
。「
首
都
圏
方
言
」
と
い
う
語
が
新
し
い

術
語
で
あ
り
、
ま
だ
周
知
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
が
、
本
書
に
よ
る

と
、「
首
都
圏
」
と
は
、
行
政
的
に
は
「
東
京
都
の
区
域
及
び
政
令
で
定

め
る
そ
の
周
辺
の
地
域
を
一
体
と
し
た
地
域
」（
首
都
圏
整
備
法 

昭
和
三

十
一
年
）、「
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬

県
及
び
山
梨
県
の
区
域
」（
首
都
圏
整
備
法
施
行
令 

昭
和
三
十
二
年
）
を

指
す
と
い
う
（p.41

）。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
行
政
上
の
範
囲
と
言
語

上
の
「
首
都
圏
方
言
」
の
範
囲
は
、
必
ず
し
も
一
致
す
る
必
要
は
な
く
、

言
語
的
に
は
、「『
首
都
圏
方
言
』
と
は
東
京
を
中
心
と
し
て
広
く
行
な
わ

れ
て
い
る
東
京
都
市
圏
の
こ
と
ば
を
意
味
す
る
も
の
」
で
あ
り
、「
厳
密

に
『
首
都
圏
』
の
範
囲
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（p.18

）
と
い
う

の
が
本
書
の
立
場
で
あ
る
。

　

首
都
圏
方
言
を
厳
密
に
定
義
す
る
の
が
難
し
い
の
は
、
首
都
機
能
の
拡

大
に
伴
い
、
首
都
の
範
囲
が
日
々
、
拡
大
し
つ
つ
あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ

ら
の
地
域
で
は
「
人
口
の
流
動
が
激
し
く
、
伝
統
的
な
地
域
方
言
を
維
持

す
る
社
会
的
基
盤
が
脆
弱
に
な
っ
て
き
て
お
り
」、「
多
く
の
話
者
は
漠
然
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と
共
通
語
が
話
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

こ
と
ば
は
共
通
語
と
は
異
な
り
、
日
常
的
な
言
語
接
触
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま

な
言
語
変
種
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（p.19

）。

　

そ
う
は
言
っ
て
も
、
研
究
上
は
最
初
に
研
究
対
象
を
明
確
に
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
本
書
は
研
究
の
対
象
を
東
京
都
（
島
嶼

部
を
除
く
）、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、
山
梨
県
郡
内
地
方
と
ま

ず
設
定
し
（p.18

）、
そ
の
上
で
、
第
１
章
で
は
東
京
方
言
を
、
第
２
章

で
は
山
梨
県
上
野
原
市
方
言
を
、
第
３
章
で
は
東
京
周
辺
諸
地
域
の
方
言

（
東
京
都
檜
原
村
方
言
、
神
奈
川
県
小
田
原
市
方
言
、
埼
玉
県
東
部
地

域
）
を
取
り
上
げ
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
実
態
報
告
と
分
析
を
行
な
っ
て
い

る
。
以
下
、
各
章
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

　　

第
１
章
は
、
若
年
層
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
中
心
に
、
近
年
、
進
み
つ
つ
あ

る
東
京
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
化
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
最
も
多
く
の

紙
幅
が
費
や
さ
れ
て
い
る
の
は
、
形
容
詞
の
Ⅰ
類
（「
赤
い
」
の
類
）
と

Ⅱ
類
（「
白
い
」
の
類
）
の
統
合
に
関
す
る
研
究
で
、
そ
こ
で
は
、
終
止

形
と
連
体
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
傾
向
の
違
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
終
止
形
で
は
Ⅰ
類
語
が
中
高
型
化
し
、
そ
の
結
果
、
Ⅰ
・
Ⅱ

類
が
中
高
型
で
統
合
す
る
と
い
う
変
化
が
進
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
連
体

形
で
は
Ⅰ
類
語
が
平
板
型
を
保
つ
傾
向
が
強
く
、
中
高
型
の
Ⅱ
類
と
の
統

合
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。

　

一
方
、「
－
テ
」
形
に
関
し
て
は
、
Ⅱ
類
に 

シ
］
ロ
ク
・
テ
→
シ
ロ
］

ク
・
テ 

の
よ
う
な
中
高
型
化
（
核
の
右
方
シ
フ
ト
）
が
起
き
、
そ
の
結

果
、
Ⅱ
類
が
Ⅰ
類
へ
統
合
し
て
い
る
。
一
見
、
終
止
形
で
は
Ⅰ
類
が
Ⅱ
類

へ
合
流
す
る
形
で
統
合
が
進
行
し
、「
－
テ
」
形
で
は
Ⅱ
類
が
Ⅰ
類
へ
合

流
す
る
形
で
統
合
が
進
行
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
逆
方
向
の
合
流
が

起
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
じ
つ
は
こ
れ
は
両
方
と
も
「
無
標
の
中

高
型
」
へ
の
変
化
と
い
う
同
じ
変
化
だ
と
説
明
さ
れ
る
。
次
の
節
で
は
、

「
－
ナ
イ
」
形
、「
－
ナ
ル
」
形
に
も
「
無
標
の
中
高
型
」
へ
の
変
化
が
起

き
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
結
局
、
首
都
圏
の
形
容
詞
の
活
用
形
の
ア

ク
セ
ン
ト
は
、「
無
標
の
中
高
型
」
へ
と
収
束
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
と

い
う
。

　

第
２
章
は
、
山
梨
県
上
野
原
市
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
体
系
的

な
調
査
を
行
い
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
上
野
原
市

方
言
が
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
の
古
相
を
示
し
て
い
る
こ
と

を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
、
次
の
指
摘
は
興
味
深
い
。
⑴
３
拍
以

上
の
名
詞
の
尾
高
型
は
、
現
代
東
京
方
言
で
は
ほ
と
ん
ど
が
平
板
型
や
中

高
型
に
変
化
し
た
が
、
上
野
原
市
方
言
で
は
ま
だ
か
な
り
尾
高
型
を
保
持

し
て
い
る
。
⑵
尾
高
型
を
保
持
し
や
す
い
語
は
、
複
合
名
詞
の
う
ち
後
部

要
素
に
動
詞
連
用
形
の
転
成
名
詞
を
持
つ
も
の
（「
口
当
た
り
」
等
）、
同
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じ
く
後
部
要
素
に
「
書
」「
所
」
な
ど
の
特
定
の
語
を
持
つ
も
の
（「
意
見

書
」
等
）、
動
詞
連
用
形
か
ら
の
転
成
名
詞
（「
諦
め
」
等
）
で
あ
る
。
⑶

複
合
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
前
部
要
素
の
拍
数
と
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
り

決
ま
る
。
⑶
に
つ
い
て
は
、
上
野
原
市
方
言
は
山
田
美
妙
の
法
則
を
保
持

し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
中
に
は
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
古
い
と
見
ら
れ
る
例

や
現
代
東
京
方
言
の
よ
う
に
マ
イ
ナ
ス
２
型
に
一
型
化
す
る
例
も
見
ら

れ
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
複
合
動
詞
ア

ク
セ
ン
ト
は
次
の
よ
う
な
変
化
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
定
す
る
。

①
前
部
要
素
が
平
板
型
の
も
の
は
、
早
く
か
ら
後
部
要
素
の
ア
ク
セ
ン

ト
核
の
位
置
が
そ
の
ま
ま
複
合
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
反
映
さ
れ
て

い
た
。

②
前
部
要
素
が
起
伏
型
の
動
詞
で
は
、
そ
の
拍
数
に
関
わ
ら
ず
前
部
要

素
の
ア
ク
セ
ン
ト
核
の
位
置
が
そ
の
ま
ま
複
合
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

に
反
映
さ
れ
た
。

③
前
部
要
素
が
起
伏
型
の
動
詞
の
う
ち
、
前
部
要
素
が
１
・
２
拍
の
も

の
は
、
３
拍
以
上
の
も
の
に
先
駆
け
て
後
部
要
素
と
強
く
結
び
付

き
、
複
合
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
平
板
化
を
起
こ
し
た
。

④
前
部
要
素
が
起
伏
型
の
動
詞
の
う
ち
、
前
部
要
素
が
３
拍
以
上
の
も

の
も
、
平
板
化
し
て
い
く
。

⑤
前
部
要
素
が
起
伏
型
の
も
は
す
べ
て
平
板
化
し
、
前
部
要
素
が
平
板

型
の
も
の
は
す
べ
て
起
伏
型
（
中
高
型
）
と
な
り
、
対
立
す
る
。

⑥
前
部
要
素
が
平
板
型
の
も
の
に
統
合
す
る
形
で
、
複
合
語
の
ア
ク
セ

ン
ト
が
中
高
型
化
し
、
複
合
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
一
型
化
す
る
。

　

こ
の
推
定
は
、
山
田
美
妙
の
法
則
に
対
す
る
一
つ
の
説
明
原
理
と
し

て
、
今
後
の
ア
ク
セ
ン
ト
研
究
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ

る
。

　

第
３
章
は
、
東
京
周
辺
諸
地
域
の
方
言
（
東
京
都
檜
原
村
方
言
、
神
奈

川
県
小
田
原
市
方
言
、
埼
玉
県
東
部
地
域
）
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
実
態
報
告

と
分
析
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
の
古
相
を
保
つ
檜
原
村

方
言
、
古
相
及
び
東
京
と
同
じ
新
し
い
タ
イ
プ
の
両
方
の
特
徴
を
持
つ
小

田
原
市
方
言
、
特
殊
な
ア
ク
セ
ン
ト
を
持
ち
つ
つ
共
通
語
化
が
進
ん
で
い

る
埼
玉
県
の
若
年
層
と
い
う
よ
う
に
、
首
都
圏
ア
ク
セ
ン
ト
の
多
様
な
面

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
は
ど
う
推
移
す
る
の
か
。

「
地
域
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
特
徴
が
共
通
語
化
の
波
の
下
、
ど
ん
ど
ん
衰

退
し
て
い
く
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
こ
う
し
た
ア
ク
セ

ン
ト
が
首
都
圏
方
言
に
多
様
性
を
も
た
ら
し
、
そ
の
環
境
を
複
雑
に
す
る

こ
と
で
、
も
と
も
と
伝
統
的
地
域
方
言
に
あ
っ
た
ア
ク
セ
ン
ト
や
ア
ク
セ
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ン
ト
規
則
が
周
辺
へ
と
伝
播
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
」（p274

）

と
い
う
の
が
本
書
の
展
望
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
ア
ク
セ
ン
ト
推
移
の
出
発
点
と
な
る
基
礎
的
な
研
究
書
と
言
う
こ
と

が
で
き
、
首
都
圏
方
言
の
み
な
ら
ず
、
全
国
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
を
研
究
す

る
者
に
と
っ
て
、
必
読
の
書
と
な
る
に
違
い
な
い
。

　　

最
後
に
、
二
つ
だ
け
、
紹
介
者
の
要
望
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
本
書

は
、
終
章
に
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
の
古
態
性
を

探
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
古
相
を
残
す
部
分
、
と

く
に
尾
高
型
の
例
示
と
解
説
に
多
く
の
紙
幅
が
使
わ
れ
て
い
る
。
尾
高
型

の
保
持
は
、
も
ち
ろ
ん
重
要
な
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
の
尾
高
型
も
ア
ク
セ

ン
ト
体
系
の
中
で
、
他
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
と
の
関
係
に
お
い
て
分
析
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
、p188

の
表
５
に
は
、
後
部
要
素
が
動

詞
連
用
形
の
語
が
尾
高
型
（
○
○
○
○
○
］）
に
な
る
例
と
し
て
、「
口
当

た
り
」「
共
稼
ぎ
」「
棒
倒
し
」
が
あ
が
っ
て
い
る
が
、p151
表
７
「
５

拍
名
詞
」
を
見
る
と
、
後
部
要
素
が
動
詞
連
用
形
で
あ
っ
て
も
尾
高
型
で

な
く
○
●
●
●
●
▼
型
に
な
る
例
と
し
て
、「
頭
痛
持
ち
」「
二
つ
分
け
」

「
横
流
し
」
な
ど
が
上
が
っ
て
い
る
。
ど
う
い
う
理
由
で
一
方
は
尾
高
型

に
な
り
、
一
方
は
平
板
型
に
な
る
の
か
。
伝
統
的
な
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
を

引
き
継
い
だ
か
ら
、
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
体
系
的
な
説
明
が
あ
れ
ば

も
っ
と
よ
い
と
思
う
。

　

さ
ら
に
、「
命
が
け
」「
人
通
り
」「
水
浸
し
」
は
、p151

表
７
で
は
○

●
●
●
●
▼
型
、p188

の
表
５
で
は 

○
○
○
○
○
］
と
な
っ
て
い
る
。

じ
つ
は
、
第
１
節
と
第
２
節
で
異
な
る
ア
ク
セ
ン
ト
型
に
表
記
さ
れ
て
い

る
語
が
本
書
に
は
結
構
多
い
。
話
者
の
違
い
に
よ
る
の
か
、
揺
れ
に
よ
る

の
か
、
何
に
よ
る
の
か
、
説
明
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ア
ク
セ
ン
ト
類
の
所
属
語
彙
に
つ
い
て
も
、
説
明
が
欲
し
か
っ
た
。
例

え
ば
、「
桜
」
は
、
第
１
～
２
章
で
は
２
類
に
入
っ
て
い
る
が
、
第
３
章

で
は
１
類
に
入
っ
て
い
る
。「
緑
」
は
第
１
～
２
章
で
は
２
類
だ
が
、
第

３
章
で
は
７
類
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
第
１
～
２
章
で
は
、
平
山
輝
男

『
全
国
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
』
に
従
い
、
第
３
章
で
は
金
田
一
の
類
別
語
彙

表
に
従
っ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
分
析
に
大
き
な
影
響
は
な
い
と
し
て

も
、
そ
れ
に
関
す
る
説
明
が
一
言
、
必
要
だ
と
思
っ
た
。
以
上
は
、
今

後
、
論
を
発
展
さ
せ
る
際
に
考
慮
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
Ａ
５
判
、
三
三
六
頁
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
四
年
二
月
発
行
、
定
価
一

一
〇
〇
〇
円
＋
税
）


